
 
 

外国語教育学研究科では、アメリカ南部の名門校エモリー大学と提携して、本研究科の修了生・博士課程在学生を 

Emory Teaching Fellow in Language and Linguistics （日本語教育）として派遣する協定を結びました。 
 

この派遣協定では、派遣者はエモリー大学に Fellow として受入れられるため、米国での大学教職の経歴が付くことに

なります。また、$21,000（寮費や食費相当額、自由裁量費等）がエモリー大学から支給され、ビザの取得や寮の手配

もエモリー大学がアシストしてくれることになります。先方の大学院の科目（応用言語学、言語教育学、異文化間コ

ミュニケーション関係）も、教育業務に差し障りのない程度であれば自由に履修することが可能です（$31,800 相当

16単位まで奨学金として支給）。 
 

義務としては、 a)日本語授業を履修している 16名前後の学生に、日本語教育専門の教授の指導の下、1学期につき２

セクション（8回）の授業をおこなうこと、b)日本語教授法またはエモリー大学が認める言語教育学等の科目を履修す

ること、ならびに c) 春学期に、研究または授業経験をもとにして、ロシア東アジア言語学科の教員に対してプレゼン

をすることです。   
 （募集概要） 

名称：Emory Teaching Fellow in Language and Linguistics 

人数：2名（Emory 大学へ 4名まで推薦できますが、先方が 2名を選抜します） 

期間：2016年 9月 1日より 2017年 5月 31日まで（準備期間として、8月中旬に渡米予定） 

資格：外国語教育学研究科において日本語教育学か英語教育学で修士以上の学位（修士は可）を取得していること。

博士課程後期課程在籍者、あるいは、本年度の博士課程前期課程および後期課程修了予定者。 

   ※以下の条件を満たすことが望ましい 

・「外国語音声教育論（日本語）」「M外国語教育教材論 2（日本語）」「外国語教育論 5（文法・日本語）」 

「外国語分析論 1（日本語）」などの科目を履修し、日本語教育の知識を身につけていること 

・高度な英語運用能力を示すスコアを有していること（TOEIC900点相当） 

支給： $21,000がエモリー大学から支給されます。 

その他：飛行機等の交通費は自己負担になります。J1ビザ取得のために、ビザ取得時に$2,000の銀行残高があること 

が求められます。また、現地ではコンピューター、スポーツジム使用料等の支払いが別途必要です（約$580）。 

応募期間：平成 27年 10月 15日（木）から 11月 27日（金）まで 

申し込み：岩崎記念館１階 政外オフィス（月～土 9:00-17:00開室） 

提出書類：b)～c)の書類はすべて英文で作成してください。様式は自由です。 

      a) 米国エモリー大学 Teaching Fellow申込用紙  

b) 志望動機書 （志望動機、教育歴、研究の関心事項を記載） 

c) 履歴書  

d) 指導教員等による推薦状 1通 

e) 学部、大学院での英文成績証明書（各 1通；学部成績は平均 C=可以上） 

          f) TOEFL iBTのスコアレポート（期限や点数制限はなし） 

＊TOEFLが間に合わない場合は TOEICや英検のスコアでも可。 

学内選考スケジュール：平成 27年 12月上旬           書類選考 

           平成 27年 12月中旬           書類選考結果通知 

           平成 27年 12月中旬～平成 28年 1月初旬 面接実施予定 

           平成 28年 1 月中旬              推薦候補者の決定通知 

備  考：本学からの推薦後、エモリー大学担当者による面接（スカイプ等）が行われ、最終決定されます。 

（以上） 

                  

 

 

 

 

  

平成 28 年度 米国エモリー大学 Teaching Fellow 募集要項 

（参考）エモリー大学とは 

エモリー大学は、南部最大の都市アトランタの郊外に位置し、森と緑に囲まれたキャンパスを持つ学生数１万１千名（学部生６千

名、大学院生他５千名）の私立総合大学です。米国南部はもとより、全米でもトップクラスの教育研究機関として知られています。

大学のルーツは、メソジスソエピスコパル協会がクリスチャンの高等教育の為に設立した Emory College at Oxford で、1836 年

に設立、最初の学生は 1838年に入学しました。Emoryの名前はメソジスト教の司教、John Emory(1789-1835)にちなんでつけられ

ました。キャンパスを歩いているとよく"Woodruff"の名前を見かけます。これはコカコーラ飛躍の立役者であった Robert W. 

Woodruffが、その兄 Georgeとともに、1979年、$105millionの寄付をしたことをたたえたものです。この基金はもちろんビジネ

ススクールの建物にも生かされています。エモリー大学は、一般の州立大学に比べるとこぢんまりしており、アットホームな雰囲

気を醸し出しています。医学部（病院および付属研究機関）が大学の看板学部で、世界でも有数の疫学研究機関として知られてい

る CDC（Center of Disease Control and Prevention）や、米国立ガン研究センターの本部が隣接し、疫学研究の全米における一

大拠点となっています。本 TA派遣協定は、ロシア・東アジア言語文化学科との提携となります。 


